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JRA-55（Ebita et al. 2011）の予報モデルとデー
タ同化システムの仕様について、JRA-25（Onogi
































気象庁予報モデル 2004年 3月当時 2009年 12月当時
解像度 T106L40 TL319L60




境界条件 温室効果ガス CO2（375ppmv一定） CO2、CH4、N2O、CFC-11、CFC-12、HCFC-22
（経年変化を考慮、by CMIP5他）
オゾン 3次元日別値 3次元月別気候値（～1978）






海面水温 COBE v1.2（～2006.02） COBE v1.5
〃 v1.5（2006.03～） （1度格子）
（1度格子）




















図 1は 1981年 1月の全球平均気温バイアスの
鉛直プロファイルである。JRA-25では下部成層圏





































示す。算出方法は Hatsushika et al. (2006)を参考
図 3: 各再解析の全球平均日降水量と GPCPのアノマ
リ空間相関の時系列。
Western Eastern North North South South Global
North North Atlantic Indian Indian Pacific
Pacific Pacific
JRA-55 93 92 90 84 94 95 93
JRA-25 88 98 98 72 82 85 89
ERA-Int 76 37 67 56 64 73 65




















Shige et al. (2004, 2007)は、雨と潜熱の関係を 3










図 4: TRMM SLHにみられる熱帯域（20 ◦N-20 ◦S）海
上平均の潜熱 [K/dy]の鉛直プロファイル。縦軸の高度
は km。赤線は対流性加熱、青線は層状性加熱、灰色は
トータルした潜熱加熱。Takayabu et al. (2009)の fig.1
より。
図 5: TRMM SLHにみられる熱帯域（30 ◦N-30 ◦S）の
500hPa鉛直 P速度に対する潜熱平均値の鉛直プロファ
イル。横軸は 500hPa 鉛直 P 速度 [hPa/dy]、縦軸は高







（Hartman et al. 1984）。













• NCEP2 (Kanamitsu et al. 2002)
• CFSR (Saha et al. 2010)
• MERRA (Rienecker et al. 2011)
• JRA-25 (Onogi et al. 2007)
• JRA-55 (Ebita et al. 2011)
JRA-25の積雲対流スキームは、マスフラック
ス型Arakawa-Schubertスキームで、その他に層積
雲スキーム（Kawai and Inoue 2006）を導入して
いる。この層積雲スキームにより、JRA-25は大陸
西岸沖における層積雲の分布がよく再現されるこ





































































図 7: 各再解析にみられる熱帯域（30 ◦N-30 ◦S）の 500hPa鉛直 P速度に対する潜熱平均値の鉛直プロファイル。
横軸は 500hPa鉛直 P速度 [Pa/s]、縦軸は高度、潜熱平均値をカラーで示す。
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図 8: 9月気候値の 10◦Sにおける経度断面図。カラーが潜熱 [K/dy]、ベクトルが東西鉛直流（見やすさのため鉛
直流は拡大されている）。
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